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【本書の内容】 
    

第1章 序論 
1. 研究の必要性と目的  
2. 先行研究の検討および差別性 

第2章 北東アジアの農業構造と農産物貿易構造 
1. 北東アジア域内の農業生産構造  

1.1．日中韓三ヵ国の経済および農業の概況 
1.2．北東アジア三ヵ国の農業生産構造の変化   

2. 三ヵ国の農業生産性の比較  
3. 域内農産物貿易構造の分析  
4. 域内農産物貿易の相互補完性と競合性 
4.1. 農産物輸出構造の比較 
4.2. 顕示比較優位(RCA)指数による分析 

第3章 北東アジア経済協力体が農業に及ぼす影響 
1. 農業発展モデル(KREI-ASMO)による波及効果の

推定  
1.1. KREI-ASMO(2003)モデルの構造と概要 
 1.1.1 モデルの概要 
 1.1.2 対象品目 
 1.1.3 モジュールの構造 
 1.1.4 データの説明 
 1.1.5 KREI-ASMOの利用上の限界と留意事項 
1.2.分析シナリオの設定 
  1.2.1 関税化猶予時の基準シナリオ

(MMA/BASE)  
  1.2.2 関税化猶予時のシナリオ1(MMA-1) 
  1.2.3 関税化猶予時のシナリオ2(MMA-2) 
  1.2.4 関税化受容時の基準シナリオ

(TAR/BASE) 
  1.2.5 関税化受容時のシナリオ1(TAR-1) 
  1.2.6 関税化受容時のシナリオ2(TAR-2) 
1.3.推定結果 
 1.3.1 農業所得の変化 
 1.3.2 主要品目の生産と価格に及ぼす影響 

      1) 米の生産量と農家販売価格 
      2）豚肉の生産量と農家販売価格の変化 
      3）鶏肉 
      4) 唐辛子 

     5) 韓肉牛     
2. 二国間潜在貿易額(PBT)による貿易転換効果の

計測 
2.1．PBT概念の限界  
2.2．国別の品目分類方式の差と利用資料 
2.3．計測結果 
 2.3.1 韓国の対日農産物輸出入の増加予想額 
  2.3.1 韓国の対中農産物輸出入の増加予想額 
 2.3.3 韓国の農産物貿易収支の変化 
2.4. 計測結果の評価 

第4章 北東アジア域内農産物の品目別競争力 
1. 中国の主要農産物の競争力  

1.1．米  
1.2．小麦  
1.3．とうもろこし 
1.4．大豆 
1.5. 肉類 
1.6. 野菜 
1.7. 果物 
1.8. 主要農産物の中韓の卸売価格の比較 

2. 韓国の主要輸出農産物の競争力 
2.1．キュウリ 
2.2. パブリカ 
2.3. トマト 
2.4. イチゴ 
2.5. リンゴ 
2.6. ナシ 
2.7. 豚肉 
2.8. クリ 

第5章 要約および結び 
1. 要約  

    1.1．北東アジアの農業構造と農産物貿易構造 
    1.2．北東アジア経済協力体創設による農業への 

波及効果 
    1.3．北東アジア域内農産物の品目別競争力 

2. 結び 
      

【本書の特徴】 
本書は日中韓三ヵ国の農業構造および農産物貿易構造の分析を通して、今後の北東アジア経済協力体に備え

た三ヵ国農業の共存的発展の可能性と方向性を導き出している。特に三ヵ国の農業および農産物の貿易関係を
明確にすることにより、今後の域内農業協力による互恵的共存の方向性を確立するために必要な基礎資料を提
供し、多角的にアプローチを試みている。 
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